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3 年連続で全日本タイトルを

獲り、4 つ目の全日本タイト

ルに王手をかける谷川友太。

現在の日本トップ選手の１

人でありながら、これまでの

トップ選手とはどこか違う

雰囲気をもつ不思議な選手

だ。彼はなぜオリエンテーリ

ングを続けるのか？全日本

大会を 1週間ほど前に控えた

ある日、聞いてみた。 
（取材日 2016/3/10） 

 

 

最初はやる気なかった 
 

―まず、これまでのことをお聞きした
いのですが、オリエンテーリングは大
学に入ってから始めましたか？ 
 

 はい。高校は弓道、中学は剣道でし

た。大学に入ってオリエンテーリング

を選んだのは高校で一緒だった人に誘

われたのと、活動が週２回だったのが

大きいです。 

 名大は平日１回ミーティングと、土

日の大会参加だけだったので。最初は

あまりやる気はなかったんです。 

 

―それがいつごろからやる気に？ 
 
１人でトレーニングするようになっ

たのは 3年になってからです。それま

ではインカレとか「こんな長い距離走

るのいや」と思ってました。 

 

―でも 1年目からインカレはエリート
クラスを走っていますよね？ 
 
はい。1年目から 7回走ってます。ま

ぁ当時は枠が多かったからですけどね。

ミドルは予選もあったし。でも 2年で

出たロングはもう最後足がつって、全

然走れなくて、最後女子選手にも抜か

れてました。 

 

―そんな風だったのがなにがきっかけ
でやる気に？誰かに感化されてとか？ 

 

なんだったかな。誰かに言われてや

るなんてことはないですよ。ただその

頃から毎週のように大会に参加するよ

うになりました。名大はインカレや夏

合宿など参加しなきゃいけないイベン

トがあるんですが、2年まではそういう

のにしか出てなかったんですけど。 

ああ、思い出した。片塾に入ったか

らですかね。部内サークルみたいな感

じのグループ。なんとなく入ったんで

す。その人たちはみんながんばってい

て、それからがんばるようになったん

です。 

 

―トレーニングの効果は抜群で 3年目
で成績は一気に向上。最下位争いから
入賞が狙える位置まで行きました。 

 

はい。でも 3年のときはインカレロ

ングの東海セレクション（兼東海イン

カレ）を通れる気がしませんでした。 

当時、東海は 4枠だけになっていて、

先輩や同級生、後輩に速いのがたくさ

んいた。その中の 4人に入れる自信は

なかったです。その中の１人くらいに

勝って東海インカレ 6位入賞が出来た

らいいなと思ってました。けど 3位に

なって通れたんです。あれは嬉しかっ

たですね。 

 

―本番のインカレロングも 12位に躍進。
4 年生ではやはりロングで 5位に入賞
しました。 
 
4 年ではインカレで入賞できるかな

と思えるようにはなっていました。ミ

ドルはあんまりよくなかったですけど。 

 

 

１人では続けられなかった 
 

―しかし入賞こそしていますが、そこ
まで目立つ印象の選手でもないですよ
ね。僕自身、学生時代の谷川くんのこ
とは見ているはずだけどあまりよく覚
えていない。ただそんな選手が今や世
界選手権代表で、全日本でも勝てるよ
うになりました。卒業後も高いレベル
でオリエンテーリングを続けてきたの
はなぜでしょう？ 
 
う～ん、まぁ理由みたいのはないで

す。止める理由がなかったというか。

もし止めたら土日やることがなくなっ

ちゃうし、当たり前のように続けてま

した。 

ただ続けるのは 1人だったら辛いと

思いますよ。 

 

―仲間の存在は必須だと？ 
 
はい。 

 

―現在は OLCルーパーに所属していま
すが、卒業後すぐに入ったのでしょう
か？ 
 
いえ、ちょっとしてからです。卒業

して 1年ちょっとしたくらい。最初は
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断ってました。卒業後の囲い込みみた

いな感じの中でどこかのクラブに入る

のは嫌だったんで、ちょっと様子見て

から入ろうと思って。 

ただ土日何もない日があったんです。

で、その土日たまたまルーパーの根の

上高原大会の試走か何かがあったんで

す。この試走に行けばオリエンテーリ

ングできる！と思って、そこでクラブ

に入って参加したんです。 

 

―へぇ、オリエンテーリングする機会
を求めてクラブに入ったんですね。そ
こで知り合ったルーパーの仲間の存在
がここまで続けるためには不可欠だっ
たと？  

 

はい。オリエンテーリングしたくで。

ただクラブとしてはそんなに活動が多

いわけでもないのでクラブ員全員との

活動というのは少ないんですけど、ヒ

ロシとかマツケン（※１）とか、世代

が近い人と、大会後に一緒に反省しに

走りに行ったりしてたのがよかったと

思います。 

 

 

楽しむためにトレーニングする 
 

―普段のトレーニングは？  
 

走ることが主体ですね、やっぱり。 

 

―それは 1人で？  
 

 1人ですね。クラブでは普段集まるこ

とはできないので。 

 

―出身である名古屋大もそう遠くない
ですが、後輩たちと走ることは？  
 

普段はないですね。土日、練習会で

一緒にやることはありますけど。急に

行くことにして迷惑かけたりしてます

が。 

 

―1人で走るのは毎日？ 月間どのくら
い走っているものですか？ 
 

できる限り。距離はこんな感じです。

（走行記録を付けたアプリを見せてく

れる） 

 

―月 300キロ以上はコンスタントに走
っていますね。多いときは 500キロを
超えています。 ある程度目標設定など
トレーニング計画を立てているんでし
ょうか？ 
 

クラブの仲間と強化月間を決めて、

そのときは一生懸命走ります。そうい

うのがないとなかなか走らないので。 

 

―走る以外のトレーニングは？先ほど
（翌週に開催される）全日本大会の旧
マップを見たりしてましたね。  
 
トレーニングというか予習です。丸

も鉛筆ころがして止まったところに打

つ、くらいの感じでそんな熱心にして

るわけではないです。結局当日次第だ

なと思うんで、気休めです。 

 でも最近走るのはさぼり気味なんで

すよ。走らなくても速くなる方法はな

いかなと思って。走ってもあんまり変

わらないなと思い始めて、別のなんか

いい方法がないかなといろいろ考えて

います。 

 

―どんなことを考えていますか？ 

 

家から出ずに早くなる方法を考えた

いと思っています。布団の上で暴れて

みたり。まぁ、なんとも言えないです、

今は。結局、家の外で走る方がやっぱ

りよいかなと思い始めてますけど。 

 
―企業秘密？でもこう言っては失礼で
すがトレーニングプランや方法はあま
り考えていないと思っていましたが、
意外とよく考えながらやっているんで
すね。なぜトレーニングをするんでし
ょうか？ 
 
それはやっぱりオリエンテーリング

のためですよ。ちゃんと走れた方がオ

リエンテーリング楽しいじゃないです

か。走れないとレースきついし、負け

るとやっぱり嫌ですから。 

 

―誰に負けるのが嫌？ 
 
う～ん。。。誰と言うわけではなく。

すごく速い人に負けるんだったらわか

るんですけど、同じくらいとかそうで

もない人に負けるんだったら嫌じゃな

いですか？ 

 

 

世界に行きたいわけではない 
 

―そんな同じくらいのレベルのライバ
ルたちと競い合う全日本大会が来週に
迫っています。 

 

アジア選手権のあった 2010年から全

日本は毎年エリートクラスに参加して

います。2009年の足柄は 21A、その前

の箕面は 20Eに出られたけど、当時は

まだ箕面が遠いと思っていて不参加。

それより前は全日本大会の存在すら知

らなかった。今はもう重要レースです。 

 

―全日本リレーでは今年度、愛知県と

して初優勝もしました。これで全日本
タイトルは残すはロングのみです。 
 

はい。一週間後には全部持ってると

思います。うまくいけば。でも全部う

まくいくとは限らないですけど。 

去年の松本のスプリントも勝ちたか

ったんです。すごいいいレースだった

し。でも尾崎、真保が速かった。けど

あれはとてもいいレースだった。 

 

―世界の舞台に向けては？ 

 

今年は世界選手権には行かないです。

世界選手権も本当は行きたいわけでは

ないんです、遠いから。去年も選ばれ

てしまったから仕方なく行ったという

のが少なからずある。 

別に目標とかあってやっているわけ

はないので。なるべく近くでオリエン

テーリングが楽しめればいい。だから

そういうところにはもっと目標持って

しっかり取り組んでいる人が行ったほ

うがよいと思いますよ。 

結果だけみたら誰が出ても正直今は

変わらない。だったらこれからのこと

を考えればもっと先を見てやっている

人が行ったほうがよい。こんなこと言

ったら本当はいけないんでしょうけど。 

 

―このあたりは僕のやってきた感覚と
はちょっと違いますね。僕は例えば世
界選手権で予選を通過したいと言った
目標があって、それに対して頑張ると
いう流れでした。谷川さんはなぜ苦し
いトレーニングをしてまでオリエンテ
ーリングを続けるのでしょう？ 

 

う～ん、、、 

 

（長考の末） 

 

やっぱりうまく回れるのが楽しいか

ら。それで勝ったらなおのこと嬉しい。

そのためにトレーニングもしてる。よ

いオリエンテーリングができるなら世

界とかはあんまり関係ないかも。 

 

 

楽しいことが大事 
 

―これからもオリエンテーリングを続
けたい？ 
 

はい。 

 

―続けるために考えていることは？  
 

健康が大事です。年配の人に聞くと

目が大事だなとは思います。M80で勝つ

ためには目をいかによくしておくかが

大事だと思ってます。エリートは出ら
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れる限り出たい。でも 35歳になったら

一回 35Aに出て洗礼を浴びたい（笑） 

 

―長く続けるためにはそもそもオリエ
ンテーリングができる環境がないとで
きない、という問題もあります。 
 

最近よく言う活性化ですか。でも活

性化する必要ってありますかね？ 

 

―大会がなくなればオリエンテーリン
グを楽しむ機会は減るかもしれません
よ？  
 

でも大会たくさんありませんか？愛

知にいたらあんまりそういうの感じな

いです。今では関西も近いと思ってい

るし、そう考えたら近くで大会はいっ

ぱいある。近くで小さくてもいろんな

大会があることが一番です。 

でも、悪いところでは開催しないほ

うがいいとは思います。 

 

―悪いところ？  
 

オリエンテーリングをする場所では

ないようなところです。走れない、楽

しくないところ。そういうところでや

る大会には JOAとしては公認をつける

べきではないとも思います。もちろん

公認ではない大会を開く分にはよいと

は思いますけど。オリエンテーリング

楽しくないのはいろんな面でよくない。 

 

―そこでしか大会が開けなかったら？  
 

そこでしか開けないということはな

いと思います。それだったら普段から

よく入っているところでも、オリエン

テーリングになるところでやったほう

が楽しい。無理してそんなところでや

る必要はない。 

 

―オリエンテーリング以外のロゲイニ
ングなどにも参加されています。そち
らもやはり楽しみながらやっている？ 
 

はい。好きですよ。12時間とかもっ

と長いのもやってみたい気もするけど、

そんなに走れるかな。 

でも装備を自分で買い揃えなきゃで

きないやつはそこまで。あまりお金を

かけずに楽しめるならいい。興味はあ

るんですけどね、OMMとかアドベンチャ

ーレースとか。その 1回のために買っ

て、そこまで真剣にトレーニングする

かなぁって思うと。 

 

―他、最近興味があるものは？  
 

OCAD使えるようになると楽しいかな

って。OCADは持っているので家の周り

の地図を作ってみたりはしたんですけ

どまだよくわからない。ロゲイニング

の地図とかどうやって作ってます？レ

ーザー測量の地図とかどすればいいん

ですか？ 

 

―来週の（全日本大会前日に開催され
た）OCADセミナーではまさにそんなこ
とをやるようです。  
 

そうそう、出ようと思ってたんです。

それでちょっと使えるようになって何

かできたらいいですね。 

 

―それを仕事にするなんて構想は？  
 

そういうんじゃないんです。ただ楽

しいかなって、それだけ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーリングを楽しむ機会を追い

求めるうちに日本のトップにまで達してし

まったというのか。多くのトップ選手に感じ

られる緊張感はあまりなく、どこかふわっ

とした返答に、こちらが拍子抜けしてしま

うことも。しかし、仲間の存在、オリエンテ

ーリングの本質的な楽しみなど、彼が持

つオリエンテーリングへの熱い塊をちらち

らと覗かせてもくれる。そんな彼がこの後

どこまで記録に残る選手になっていくの

か。興味深く追いかけたい選手の１人で

あることは間違いない。 

 

※１ OLC ルーパーの菅谷裕志氏と松井

健哉氏 

 

ToO は、収録しきれなかった未公開部分

を含め O-Support のブログにも掲載して

います。ぜひご覧ください。 

O-Supportウェブサイト： 
http://www.o-support.net  

（小泉成行） 

 

 


